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303BOOKS（サンマルサンブックス）

読むたびに印象が変わる新感覚の絵本

「ほんとうの星」「そらごとの月」　絵・文：長田真作
俳優・松坂桃李、エッセイスト・小島慶子も絶賛！両氏の推薦コメント帯付！

※表一に穴が空いているためシュリンクしてのご出荷となります。返品時にシュリンクがなくても承ります。

【取引取次】日販・トーハン・楽天ブックスネットワーク・中央社

【条件】委託・返品フリー・満数出荷

貴店番線印 書名

「ほんとうの星」

303BOOKS（サンマルサンブックス）
TEL：043-321-8001 FAX：043-380-1190

弊社Webからも注文出来ます！【注文フォーム】https://303books.jp/forstores/

ISBN：978-4-909926-02-9 C8793 定価：1980円（本体1800円+税）

A4変型・オールカラー（40頁）・ハードカバー・スリップレス・シュリンク出荷

「そらごとの月」
【発売日：2020年8月19日】

ISBN：978-4-909926-03-6 C8793 定価：1980円（本体1800円+税）

A4変型・オールカラー（40頁）・ハードカバー・スリップレス・シュリンク出荷

【長田真作】著者プロフィール

1989年生まれ、広島県出身。2016年に『あおいカエル』（文・石井裕也／リトル・モア）で絵本作家としてデビュー。『きみょうなこうしん』『み

ずがあった』『もうひとつのせかい』（以上、現代企画室）、『風のよりどころ』（国書刊行会）、『すてきなロウソク』（共和国）、『とじてひらいて』

（高陵社書店）など多数の作品を手がける。

【内容】

ほんとうの自分を探し求める星と、そらごとの世界をさまよう月の物語。２冊は別の物語ですが、両方

を読むことで、長田真作の持つ多面的な魅力にどっぷり浸ることができます。２色のインクを使い、幾

何学模様で描かれたふしぎな世界。ひとりぼっちの星と月が抱える孤独。静かに語りかけてくる、独特

のリズムを持つ詩のような言葉。

読んだあとに必ず、何かを考えさせられる。この絵本の解釈に正解はありません。

【「ほんとうの星」帯より】

初めて見たときに驚きました。

長田真作の持つ世界がどこまでも広がっていました。

（松坂桃李）

【「そらごとの月」帯より】

まぶたの裏に流れる、不思議な幾何学模様

眠りに落ちる瞬間の心もとなさ 人混みで感じる孤独

からだに閉じ込められた景色を 音と色彩に翻訳した、魔法の本

（小島慶子）


